
マネジメント委員会

活動の全体像

政策課題

知財マネジメント

知財人材・組織

ESG、CN、CGC

企業価値、経営理念、社会貢献、
ステークホルダー、連携、三方よし、
イノベーション、ISO

事業貢献、人材活用・育成・流動化

知財を取り巻く環境の変化に応じた
あるべき姿を追求

マネジメント
委員会が
取り組む課題
（担当小委員会）

本年度テーマのキーワード

カーボンニュートラルを”実現“する知財活動の提案

コンソ活動による知財成果
→理想的な活用の形を提案

(整理の観点：CN実現、組み方、Background/Foreground IP)

単独企業での実現が困難である「CNの早期実現」を課題とし、
コンソーシアムを活用するにあたっての理想的な知財活動を研究
特に「国」、「民間」中心コンソに注目

CN向けコンソの差異・特徴を分析
→成果活用を意識した組み方に特徴

（サプライチェーン、認知、普及、啓蒙など）

CN関連コンソーシアムで
現在活動しているか

ある
23名ない・未把握

38名

委員会内アンケート（6月・11月）

CN向けコンソの差異 CN向けコンソの例
A 技術開発が主 ｸﾞﾘーﾝｲﾉﾍﾞーｼｮﾝ基金 等

Ｂ ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの形成 アールプラスジャパン 等

Ｃ 認知・普及・啓蒙 ACT FOR SKY 等

Ｄ 標準化 モバイルバッテリーの標準化

「組み方」によるコンソの分析

※CN：カーボンニュートラル

毎月の委員会活動

2-1

1-1、1-2、1-3、1-4、2-3

2-2

2-1

活動紹介

2022.6中間全体 於：栃木
7小委員会 全体74名
（現地参加30名）

詳細開示
なし



マネジメント委員会

詳細開示
なし

知財の価値ってなんだ？～知財価値と企業価値について～

受け取る力 伝える力

IR部門 経営企画

知財部門

機関投資家

企業
（部門間連携）

お役に立ちます！

様々なステークホルダーへ向けた知財活動に関する研究 1-3

1-1

まだ間に合う！参入が遅くても知財で事業に勝つ方法 1-2

サービス、ビジネスモデルの短命化が加速する中、
後発参入でも事業貢献できる知財マネジメント手法が不可欠

新たなSHの特定手法に加え、なぜ今そのSHと対話
が必要なのか、そのSHにとっての知財部門の価値が
何かを適切に伝える対話の在り方を提言

企業・知財部への社会的要請の変化 ⇒ 株主・投資家以外に、
新たに対話すべきステークホルダー(SH)が存在するのでは？

① 知財部門からみた対話の優先度の高いSHの
特定手法・フレームワーク（影響力×関心度）

② 新たなSHとの対話例・対話法のアイデア検討

重点的に対話すべきSHとは？

事例収集
→参入時期や勝ち筋別に分類・類型化
→知財貢献パターンを検討

事業フェイズ×活用資産毎に応じた
知財貢献パターンを提言

企業の価値評価、企業の情報開示の重要性高まり(CGC改訂等)

⇒ 企業価値向上に資する知財マネジメント（体制・情報発信）

企業の実態や課題、投資家の期待を踏まえ、
企業価値向上に資する知財マネジメント・情報
発信・知財部門の新たな役割を提言

企業知財部
外部専門家、機関投資家

ヒアリング予備調査

課題感・
仮説立案



マネジメント委員会

イノベーションをマネジする！ISOと知財活動の研究

「三方よし」を実現する知財マネジメント

2-3

1-4

イノベーションを促進・支援する為に効果的な知財
マネジメントの方向性の提案

ISO56002（イノベーション）とISO56005（知財マネジメント）
を踏まえた、イノベーションを促進・支援する知財マネジメントの在り方
の研究

イノベーションタイプ別特性に応じた、
ISO56005の活動要素のうち注力すべき要素の
仮説立案と、主要事例を用いた仮説検証

企業の社会的貢献が求められる中、事業の社会的意義を見つめ、
知財活動の可能性を探るべきではないか？

共創事業などの事例分析にて「三方よし」実現
の方法、知財活動関与の可能性を検討

「三方よし」実現のための知財確保・知財活用・
知財業務のあり方などを提言

“翔け、知財人！“ 知財人材の流動化の研究

知財人材が事業価値の創出に貢献するために
必要なスキルと、人材を育成する方法を提示

事業貢献という観点で「知財人材が社内で十分に活用できている！」
と言い難い状況をふまえ、「知財部門の事業貢献」という課題の解決
について「知財人材の流動化」という視点から研究

はばた

知財人材が組織の枠を超えて流動化し、
知財スキルも活用して事業貢献している事例を
収集し、具体的な要因を分析

仮説

ヒアリング 検証

2-2



マネジメント委員会

ミッション

2023年度テーマ案

1. 我が国の産業競争力向上のための施策について調査・研究を行い、
政府等関連機関に提言すべき政策課題について検討し、適時発信する。

2. 企業の知財経営を推進するために有用な調査、研究を行い、実践的な情報、
提言として発信する。

活動方針

1. ミッション(1)と(2)に関する調査・研究をバランス良く行い、新たな視点から
検討を加え、産業界のオピニオンリーダーとなれるような提言をする。

2. 委員会参加メンバーが、活動を通じてそれぞれの日頃のマネジメント活動に
有意義な知識、経験、人脈を得ること。

インプット

知財人脈の形成や他社・異業種の情報、官公庁(特許庁・経産省)/関連団体/
海外の政策関係情報の 入手

アウトプット

知財管理誌への論説投稿、政府等への政策提言

✓ 世界に注目！地政学リスクに応じた知財マネジメントの研究

✓ 既存秩序をぶっこわせ！ゲームチェンジャーを生み出す知財活動の研究

✓ サスティナブルなビジネスの在り方を考える ～リカーリングと知財の素敵な関係～

✓ 知財領域の新大陸！デジタル×フィジカルの大航海時代を知財で切り拓く

✓ データ共創社会の知財マネジメントを考える ～社会課題解決とサスティナブル経済の実現を目指して～

✓ スタートアップ企業とコラボする！知財エコシステム構築に関する研究

✓ 知財部門が考える。無形資産の活用に関する研究

✓ 本気で取り組むESG！知財が牽引するESG経営体質への変革に関する研究

✓ 知財が地域を元気にする！地域経済を活性化する知財活動に関する研究

✓ 働き方のリデザイン。多様化する雇用形態における知財人材の働き方の研究
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